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指導者 牟田 小百合 

１ 日   時   平成 24 年 11 月 19 日（月） 

 

２ 学   年   第４学年２組 26 名  ［４年２組教室］ 

 

３ 単 元 名   住みよいくらしをつくる ～ごみから探るわたしたちできること～ 

 

４ 単元設定の理由 

 ○ 本単元は，小学校学習指導要領第３学年及び第４学年の目標と内容に基づき設定した。学習指

導要領には以下のように示されている。 

 

 

 

    

 

 

 

 内容構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域の人々の生活にとって必要な飲料水，電気，ガスの確保や廃棄物の処理について，

次のことを見学，調査したり資料を活用したりして調べ，これらの対策や事業は地域の

人々の健康な生活や良好な生活環境の維持と向上に役立っていることを考えるようにす

る。 

ア 飲料水，電気，ガスの確保や廃棄物の処理と自分たちの生活や産業とのかかわり。 

イ これらの対策や事業は計画的，協力的に進められていること 

尾
道
市
で
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
を
焼
却
処
理
し
て
、
灰
を
最
終
処

分
場
に
埋
め
て
い
る
。

【総合的にまとめると見えること】
廃棄物の処理は，住民と尾道市，民間企業とが協力して，計画的に進められており，

人々の健康な生活の維持と向上に役立っている。

【わたしたちにできること】 
 ごみ処理場の課題と向き合い，一

人一人ができることを考え，ごみの

減量化とリサイクル率の向上に努め

なければならない。 

【わたしたちとごみ】 
 尾道市では，家庭から出るご

みは８種類に分別され，民間企

業と地域住民の協力によって

収集されている。 

【尾道市のごみ処理】 
 ごみは市が中心となり種類によって処理方

法を変え，ごみの減量化とリサイクル率の向上

を図りながら計画的・協力的に処理されてい

る。 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
の
人
々
の
努
力
と
協
力
に
よ
っ
て
、

各
地
区
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。 

尾
道
市
で
は
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
収
集
・
洗
浄
し

て
再
商
品
化
が
可
能
な
状
態
に
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
。 

ご
み
の
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か
る
コ
ス
ト
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
の
た
め
、
わ
た
し

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
協
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

尾
道
市
で
は
、
焼
却
処
分
の
際
に
発
生
す
る
熱
を
無
駄
に
し
な
い

た
め
、
長
者
原
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
温
水
に
利
用
し
て
い
る
。 

尾
道
市
で
は
、
ご
み
の
分
別
啓
発
活
動
や
お
祭
り
で
の
エ
コ
ト
レ

イ
の
使
用
の
義
務
付
け
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
率

の
向
上
に
努
め
、
最
終
処
分
場
の
存
続
に
も
努
め
て
い
る
。

尾
道
市
で
は
、
ご
み
を
適
切
に
分
別
・
処
理
す
る
こ
と
で
、
埋
め

立
て
ご
み
を
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

ご
み
が
き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
収
集
・
処
理
が
上

手
く
い
か
な
い
こ
と
や
、
最
終
処
分
場
の
存
続
問
題
な
ど
、
様
々

昔
と
今
で
は
、
生
活
の
変
化
に
伴
う
ご
み
の
増
加
や
、
持
続
可
能

な
社
会
を
目
指
す
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
ご
み
の
処
理
の
仕
方
は

ご
み
を
正
し
く
分
別
す
る
こ
と
が
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
率
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
ご
み
処
理
の
課
題
を
解
決
す
る
糸
口

家
庭
や
学
校
か
ら
は
、
毎
日
多
く
の
ご
み
が
出
さ
れ
、
地
域
の
き

ま
り
に
よ
っ
て
、
分
別
、
収
集
さ
れ
て
い
る
。 

パ
ッ
カ
ー
車
が
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
地
区
で
は
、
民
間
企
業
が

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
で
ご
み
を
収
集
し
た
り
、
地
域
の
方
の
努
力
と
協

力
に
よ
り
、
高
齢
者
で
も
ご
み
を
出
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
環
境



  本単元は，家庭や学校で出るごみがどのように分別，収集され，市ではどのようにごみが処理さ

れているのかを調べることを通して，これらの対策や事業が協力的・計画的に進められ，自分たち

の健康な生活と良好な生活環境の維持・向上に役立っている事を考えることをねらいとしている。 

尾道市では現在，８種類の分別回収が行われている。燃やせるごみは，尾道市クリーンセンター 

で焼却処分されて灰になった後，因島大浜最終処分場に埋められている。容器包装プラスチックご

みは，クリーンセンターで分別・洗浄をし直された後，「容器包装リサイクル法」に基づきプラス

チック原料に再商品化され，プランターとして生まれ変わっている。また，燃やせないごみや粗大

ごみは，人の手で再度分別し直され，とリサイクルできるものが分けられて処理されている。一方，

埋め立てゴミは，ほとんどがそのまま原田の最終処分場に埋められているが，その他のごみの適切

な分別により減量につながっている。その他，市では，ごみの分別啓発活動やお祭りでのエコトレ

イの使用の義務付け，放置自転車の回収リサイクルなども行っている。また，民間企業への委託に

よるキャタピラーでのごみ収集や，各地区の環境指導員によるごみステーションの管理など，民間

企業と地域住民の協力も欠くことができないものとなっている。しかし，最終処分場が半分以上埋

まっているという現状や処理とリサイクルにかかる費用の問題，住民の分別が不十分であることな

どの課題もある。 

  このような尾道市のごみの処理と有効利用について調べることにより，廃棄物の処理は尾道市と 

民間企業，住民の協力によって計画的に行われていることや，地域の人々の健康な生活や良好な生 

活環境の維持と向上に役立っていることを考えることができる。また，現在の尾道市のごみの減量 

化とリサイクル率の向上に向けた取組みを学ぶことを通して，ごみの処理にかかわる対策や事業が 

地域の人々の健康な生活や良好な生活環境を守るために欠かせないものであることに気付くことが 

できると考え，本単元を設定した。 

○ 本学級の児童は，好奇心旺盛で身の回りの出来事に興味をもち，社会科の学習に意欲的に取り組

んでいる。アンケートの結果でも，２４人／２６人の児童が，社会科の学習が好きであると答えて

おり，その理由としては，「予想することが楽しいから」や「調べたり見学したりするのが楽しい

から」といったものがほとんどであった。一学期に学習した「火事からくらしをまもる」では，防

災センター見学で意欲的に質問し，見たことや考えたことを見学のしおりにたくさんメモしていた。

また，自分の住んでいる地域の様子や生活からもっている知識から，防災に向けた地域の取り組み

について話し合うことができた。しかし，消防署の出動経路や通信指令室の仕組み，消防自動車の

特徴などから，それらすべてが災害時に一刻も早く出動できるようにするための取り組みであるこ

とに気付き発言できた児童は，６人／２６人ほどであった。また，課題に対して自分なりの予想す

ることには意欲的であるが，話合いでの友達の発言や学習で知ったことを踏まえて，まとめたり新

たな自分の考えをもったりすることもできにくい。 

  このような様子から，本学級の児童は見学や調査活動などに意欲的であり，楽しんで社会科の学 

習に取り組めるものの，自分と友達との考えや学習で得た複数の知識をつなげて，学習したことの 

社会的な意味や，身の回りの出来事の相互の関連性について考えることについては課題があると考 

えられる。 

○ 指導に当たっては，次の手立てを行いながら単元を構成する。 



① 身近なごみの調査活動によって学習への意欲を高める。 

家や学校から出るごみがごみステーションで集められ，パッカー車に運ばれることは，児童

も生活経験から知っている。しかし，その後のゆくえについえては不明な点が多いと考えられ

る。そこで，普段自分たちが出しているごみのゆくえを予想させて，実際に処理の過程を調査

する活動を行うことで，自分たちの生活とのかかわりの中で課題を捉え，ごみの処理について

の関心を高める。 

② 見学や調査活動の視点を明確にもたせる。 

自分が立てた予想を検証したり，分からないことを解決したりするために，何を見聞きし調

べるのかを個人で考え，明記させることで，一人一人が見学や調査活動の目的を意識して学習

をすすめていけるようにする。 

③ 自分の考えと友達の意見を図式化し，結びつけて考えさせる。 

    自分の考えと友達の考えをそれぞれの四角の中に分けて書き，それら２つの四角を結んだ四

角の中に，自分の考えと友達の考えを結びつけて考えられることを書かせる。そうすることで，

自分だけの考えに終始せず，自分の考えにはなかった視点や考え方を踏まえて，自分の考えを

深めていけるようにする。 

  ④ 本時の学びをキーワードでまとめさせる。 

    毎時間，疑問形のめあてを設定し，児童が本時の学びの視点を明確にもてるようにする。め

あてに対する自分の考えを短い言葉でまとめさせることで，調べてきたことをもとに事実を関

係づけて，その社会的な意味を考えられるようにする。 

⑤ ごみの処理についてできることは何かを話し合い，協力しようとする態度を育てる。 

    単元のまとめでは，ごみの減量化に向けて自分にできることは何かを話し合わせる。その際，

身近な尾道市の取り組みやごみ処理の現状と課題をもとに考え交流することで，自分たちが協

力できることについての意識を高めたい。 

 

５ 研究主題との関わり 

（１） 本学級では，個人思考する場面や書く活動を設定することで，児童一人一人が考えをもたせ

るようにしている。まずは一人で，次に二人でと段階をおって考えていくことで，考えをもち

にくい児童にも，何らかの考えをもつことができるようになった。しかし，自分の意見を発表

することだけに意欲的になってしまい，聞くことには課題が見られる。そのため，話合いを通

して，自分の考えを深めていくことができにくい。 

（２） 本単元では，話合いによって自分の考えを深められるよう，自分の考えと友達の考えを図式

化して書かせ，それらをつなげて分かることをキーワードでまとめる活動を仕組む。そうする

ことで，当初の自分の考えと，学習のあとの自分の考えとの変化を捉えられるようにし，自分

と友達の考えを比べ，交流し深めていくことのよさを感じられるようにしたい。 

 

 

 



６ 単元の目標 

○ ごみの処理にかかわる対策や事業に関心をもち，ごみの処理や有効利用と自分たちの生活や産

業とのかかわり，これらにかかわる対策や事業が計画的・協力的に進められ，地域の人々の健康

な生活や良好な生活環境の維持と向上に役立っていることを理解し，ごみの減量やリサイクルな

ど自分たちに協力できることを考え，進んで取り組もうとする。 

○ ごみの処理や有効利用の諸問題から学習問題を見いだし，施設・設備を調査，見学したり資料

を活用したりして調べたことを白地図や作品にまとめるとともに，これらの対策や事業が地域の

人々の健康の維持向上に役立っていることを自分たちの生活と関連づけて考え適切に表現する。 

 
７ 単元の評価規準 

 
社会的事象への 
関心・意欲・態度 

社会的な 
思考・判断・表現 

観察・資料活用 
の技能 

社会的事象に 
ついての知識・理解 

単
元
の
評
価
規
準 

○尾道市のごみ

の処理や有効

利用にかかわ

る対策や事業

に関心をもち

意欲的に調べ

るとともに，学

習してきたこ

とをごみの減

量やリサイク

ルなど，生活で

の取り組みに

生かそうとし

ている。 

○尾道市のごみの処

理や有効利用にか

かわる対策や事業

について，学習問題

や予想，学習計画を

考え表現するとと

もに，これらの対策

や 事 業 は 地 域 の

人々の健康な生活

や良好な生活の維

持と向上に役立っ

ていることを考え

たり，判断したりし

て，それらを適切に

表現している。 

○尾道市のごみの処

理や有効利用いか

か わ る 施 設 を 調

査・見学したり，統

計資料を活用した

りして必要な情報

を集め，ごみの処理

や有効利用の様子

や そ れ ら が 計 画

的・協力的に進めら

れていることを読

み取って，白地図や

作品にまとめてい

る。 

○尾道市のごみの処理

や有効利用は自分た

ちの生活や産業を支

える大切な取り組み

であり，これらの対

策や事業が計画的・

協力的に進められ，

地域の人々の健康な

生活や良好な生活環

境の維持と向上に役

立っていることを理

解している。 



学
習
活
動
に
お
け
る
具
体
の
評
価
規
準 

○ごみの処理や

有効利用にか

かわる対策や

事業について

疑問に思った

ことを調べた

り，関心をもっ

たことや気付

きなどを，ノー

トに書いたり

発表したりし

ている。 

 

○尾道市のごみの処

理や有効利用につ

いて調べたことや，

現在の課題から，ご

みの分別の意義に

ついて考え，自分た

ちにできることは

何かを考えている。

○ごみステーション

やクリーンセンタ

ー見学を通して，尾

道市のごみの処理

と有効利用につい

てノートに書いた

り発言したりして

いる。 

○資料から，尾道 

市のごみの処理と

有効利用の現状と

課題を読み取り，考

えの根拠としてい

る。 

○ごみの減量化とリサ

イクル率の向上に向

けて，ごみの処理に

携わる人々は工夫や

苦労をしている事

や，尾道市でも様々

な取組をしているこ

とが分かる。 

○ごみの減量化とリサ

イクル率の向上を図

ったごみの処理が，

尾道市・住民・民間

企業の協力のもと，

計画的に行われてい

ることが分かる。 

 

 

 

８ 指導計画（全 15 時間） 

評価 
次 学 習 活 動 

関 思 技 知 評価規準 評価方法

 

 

学校や家でのごみ

の出し方を調べて交

流する。(１) 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 家庭や学校でのごみの出し方

を意欲的に調べ，分別方法につい

てノートにまとめ，交流してい

る。 

 

 

ノート 

行動観察

一 

地域のゴミステー

ションを見学し，ごみ

を出すときのルール

やきまり，課題などを

調べ，話し合う。（２）
 

○  

 

 

○ 

  

 

 

○ ゴミステーションを見学し，ご

み収集に関する工夫をについて

調べている。 

○ ゴミステーションの様子から，

地域の人の協力と努力があって，

ゴミステーションが管理され，適

切に収集されていることを考え

ている。 

ノート 

行動観察

家や学校から出たごみのゆくえを探ってみよう。 



パッカー車が通る

ことのできない山手

地区のごみ収集の方

法や、収集をよりよく

するために住民が協

力している事例を知

る。(２) 

   ○ ○ 山手地区のごみ収集の様子や

地域の事例から，尾道市と民間企

業，住民の協力によって，ごみが

収集されている事を理解してい

る。 

ノート 

行動観察

 

 

ごみの処理につい

ての学習課題をつく

る。（１） 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ごみの処理方法やや処理に携

わる人の工夫や苦労について調

べることに関心をもっている。 

 

 

ノート 

行動観察

 

尾道市のごみ処理

の方法を予想し，クリ

ーンセンター見学の

計画を立てる。（１）
 

○  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分たちの出したごみがどの

ように処理されているのかにつ

いて予想し，見学で知りたいこと

を明確にしている。 

○ 学習課題に対する自分の予想

を検証するために，見学で見るこ

とや聞くことを考えている。 

ノート 

行動観察

クリーンセンター

に行き，尾道市のごみ

処理の方法や，処理に

携わる人の工夫や苦

労を調べる。（２） 

○    

 

 

 

○

 

 

○ クリーンセンターに行き，見学

したり質問したりして，ごみ処理

の方法や処理に携わる人々の工

夫や苦労を調べている。 

○ 尾道市のごみ処理の方法や，ク

リーンセンターで働く人々の苦

労や工夫が分かる。 

見学メモ

行動観察

もやせるごみの処

理方法をまとめる。

(１) 
 

  ○  

 

 

○

 

○ 見学したことをもとに，燃やせ

るごみの処理方法とゆくえにつ

いてまとめている。 

○ ごみの処理に携わる人々の工

夫や苦労を理解している。 

ノート 

行動観察

二 

容器包装プラスチ

ック，ペットボトル，

資源物の処理方法を

まとめる。(１) 
 

  ○  

 

 

 

○

○ 見学したことをもとに，容器包

装プラスチック，ペットボトル，

資源物の処理方法とゆくえにつ

いてまとめている。 

○ リサイクルや資源化により，ご

ノート 

行動観察

分別して出されたごみは，どのように処理されるのだろう。 



みが再商品化されて生まれ変わ

っている事を理解している。 

もやせないごみ，埋

め立てごみ，粗大ごみ

の処理方法をまとめ

る。(１) 

  ○  

 

 

 

○

○ 見学したことをもとに，もやせ

ないごみ，埋め立てごみ，粗大ご

みの処理方法とゆくえについて

まとめている。 

○ そのまま処理するのではなく

分別をし直すことで，ごみの減量

化とリサイクル率の向上に努め

ていることを理解している。 

ノート 

行動観察

尾道市のリサイク

ルへの取り組みや，自

分たちの身の回りに

あるリサイクル製品

を持ち寄って交流す

る。(１) 

   
○ ○ 自分たちの身の回りにはリサ

イクル製品がたくさんあること

や，尾道市を始め社会全体がリサ

イクル率の向上に向けて，様々な

取り組みをしている事を理解し

ている。 

ノート 

行動観察

  

 

なぜごみを分けて

処理するのかについ

て話し合い，分別して

ごみを出すことの意

義を理解する。（１，

本時） 

  

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 資料から，現在のごみの処理の

過程や再利用が可能なごみの割

合を結びつけ，分別処理をするこ

とで再利用できるごみを増やす

ことにつながることを読み取っ

ている。 

ノート 

行動観察

 
 
 
 
 
 
 

三 
ごみの減量化とリ

サイクル率の向上に

向けて，自分たちが協

力できることを話し

合う。（１） 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 尾道市の取り組みや，各家庭で

の取り組みを参考にして，自分た

ちにできることは何かを考えて

いる。 

ノート 

行動観察

 

 

９ 本時の展開 

 (1) 本時の目標 

ごみを分別処理することで，ごみの再利用とリサイクル率の向上につながっていることに気付

き，ゴミの減量につながっていることを考えている。      【社会的な思考・判断・表現】 

 (2) 観点別評価規準 

○ 分別処理することで，再利用できるごみの割合が増えることに気付き，ゴミの減量につなが

すべて燃やして処理できるのに，なぜごみを分けて処理するのだろう。 



っていることを考えている。                【社会的な思考・判断・表現】 

 

 (3) 本時のポイント 

ごみの分別処理には多くの労力や費用などがかかるのに，なぜ分別して処理するのかを考えさ

せることで，分別処理の必要性と意義に迫れるようにする。また，自分と友達の意見を図式化し

て書き，なぜ分別して処理するのかを短い言葉で考えをまとめさせることで，自分と友達の意見

の共通点や相違点を踏まえて再思考し，自分の考えを深めていけるようにする。 

 

(4) 準備物 

  資料 写真 

 

(5) 学習の展開 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準（評価方法）

１ ごみの種類ごと

の処理の過程をふ

り返る。 

 

 

２ 分別処理の現状

やごみ処理に携わ

る人々の苦労をふ

り返り，学習課題

をつくる。 

 

 

 

 

 

 

３ 分別処理をする

理由を予想して書

く。 

４ 資料を読み取り

考える。 

 

 

○ ごみの種類ごとに処理の方法とゆくえが違

っていたことを想起させる。 

○ 「燃やしてはいけないものがある」などの適

正処理の視点から，正しく分別する必要がある

ことを押さえておく。 

○ 分別処理やリサイクルにかかる費用とその

流れ，クリーンセンターの方の苦労をふり返ら

せることで,すべて燃やして処理すればよいの

ではないかという視点を持たせる。 

・ごみの処理に年間約１５億かかる。 

・リサイクルセンターの人は，たった７人で分別

のし直しをしている。 

・容器包装プラスチックは福山市や奈良県を旅し

て，プランターに生まれ変わる。 

 

 

○ 根拠をもって考えさせるために，これまで学

習してきたことを踏まえて予想させる。 

○ ごみの種類ごとの処理の過程と，ごみの種類

ごとの分布図を示し，分別して処理することで

最終処分場に埋められるごみの量が減ること

に気付かせていく。 

○ 気付きにくい場合には，ごみの種類別の分布

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変なのに，なぜごみを分別して処理するのだろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  考えを交流す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ ごみの分別処理

や，再商品化に努

める人々の言葉を

読む。 

 

 

７ 本時のまとめを

する。 

図に色を塗らせて，最終処分場に埋められるも

のと，再利用されるものの量を比較できるよう

にする。 

○ 最終処分場の建設に必要な費用や，３／５は

埋まっているという現状を提示することで，最

終処分場に埋められるごみを減らすことの必

要性に気付かせる。 

○ 自分の考えとその理由を書かせることで，根

拠にした資料そこから考えたことを明確にさ

せる。 

○ 交流で児童が考えを深められるよう，考えの

根拠とした資料とそこから考えたことを発言

させる。 

・ダイオキシン問題が出てから，燃やして処理す

るごみの量が減っているから，環境を守るため

ではないか。 

・ごみのゆくえの図から，すべて燃やして処理す

ると，すべてのごみが最終処分場に埋められる

ことになる。 

・ごみの種類ごとの分布を見ると，最終処分場に

いくごみは全体の１５％で済んでいて，１７％

は再利用されている。 

○ 自分たちが分別したごみの中に，再利用でき

るものがどれだけあるかを確かめさせること

で，正しく分別することが，ごみの減量化に不

可欠であることに気付かせる。 

○ リサイクルセンターの人や，容器包装プラス

チックの再商品化に携わる人の，リサイクル率

の向上に向けた思いに触れさせる。 

・リサイクルセンターの人は，捨てられたごみを

分別し直すことで，少しでも再利用できる部分

を増やし，ゴミを減らしたいと思っている。 

○ 自分の考えにはなかった視点や考え方を踏

まえて，自分の考えを深められるようにするた

めに，「他者視点」「自己モニター」を意識して

まとめさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 分別処理するこ

とで，再利用できる

ごみの割合が増え

ることに気付き，分

別処理の意義につ

いて考えている。

（ノート・行動観

察） 

 

 



 


